１ 全　　般
(1) 申請書は協議会が指定する期日（毎年５月末）まで、その年度分を一括提出してください。ただし１団体２事業までとなります。
(2) まちづくり協議会の予算に限りがありますので、申請額と同額の助成金を交付できない場合があります。
(3) まちづくり協議会の資金状況により、事業実施前に助成金を交付できない場合があります。
(4) 対象事業は市の交付決定以降に実施するものとします。毎年４月中旬に交付決定となりますので、４月中旬までの事業については事務局に確認してください。
(5) 伝統行事や祭りなどは宗教的な関わりに注意してください。

(6) 市の交付金が財源となるので食糧費の支出には特に注意が必要です。

・食糧費のみの事業は対象外とします。

・懇親会費等に充てる場合、スッタフや一部の人に偏った飲食経費は対象外とします。多くの参加を促進するための補助的な経費としてください。
・事業費に占める食糧費の割合は２分の１以内としてください。

　(7) その他詳細については協議会で決定します。
２ 助成金交付申請書（様式第１号）
(1) 申　請　日･･･協議会が示した日以降の事業であれば申請日をさかのぼる必要はありません。※４月中旬の事業であっても５月末の申請日で可能
(2) 申　請　者･･･平成24年度は、すべて集落区長名で申請してください。

(3) 添付書類･･･その他必要な書類は、集落以外の団体が申請する場合は規約や構成員の名簿を添付してください。
(4) 振　込　先･･･振込手数料が必要となるのでできる限り「にいがた岩船農協」の口座でお願いします。

(5) 提出部数･･･１部
３ 事業計画書（別紙１）
(1) 団　体　名･･･集落が主催の場合は集落名を記入してください。その他は集落名の後に（　）書きで実施する団体名も記入してください。※○○区（○○区◇◇会）など
　(2) 事　業　名･･･具体的な事業名を記入してください。※○○区盆踊り後継者育成事業など
　(3) 実施の場所･･･具体的な場所・施設を記入してください。※○○集落センター前広場など
(4) 事業の目的･･･目的、何のためにこの事業を行うのか記入してください。
(5) 事業の内容･･･対象とする人、参加見込み人数は必ず記入してください。また催しなどはプログラム的なものでも構いません。

(6) 事業の効果･･･特にまちづくりに関係する効果を記入してください。※事業実施報告で事業の効果の記述が必要になります。実施後を想像して記入してください。
(7) 実施(予定)･･･催しなどは準備の期間を含めず、開催日を記入してください。
　 年月日
４ 収支予算書（別紙２）
　(1) 収入項目･･･集落活性化支援事業助成金の額は、申請団体が要綱に照らし計算した金額を記入してください。

　(2) 支出項目･･･主催者や共催者の報酬・手当は助成対象外です。食糧費はお茶代、弁当代及び懇親会等の参加費の一部補助として、参加者一人1,000円を上限に１事業につき１回の支出を認めます。ただし準備期間中の飲食費は対象外とします。
(3) 経費の科目･･･別紙　科目説明のとおり
５ 交付決定通知書（様式第２号）
　　集落等から交付申請のあったものを協議会で実施事業を精査し交付決定を行います。「１ 全般(2)」に記載のとおり、交付申請額どおりの交付決定額にならない場合があります。
６ 事業実施報告書（様式第３号）
　(1) 報告書の記入については、計画書を基に実施内容を記入してください。

(2) 添付書類には、実施事業や参加者数が把握できるような写真及び収支精算書に係るすべての領収書等の写しを必ず添付してください。※懇親会費等を事業費に含めた場合は、参加者全体がわかる写真を必ず添付してください。
講師謝礼や自動販売機で購入した飲み物代など領収書が発行されない場合は、代表者の支払証明書を添付してください。様式は任意でかまいません。
　(3) 提出部数･･･１部
７ 精　　算
　　精算の結果、助成金の額に変更があり、事前に助成金の交付を受けている場合は、速やかに協議会に差額を返金してください。

【科目説明】
	科　　目
	説　　明

	諸謝金
	講師等への謝礼

	旅費交通費
	講師等の移動にかかる旅費

ボランティア等への実費相当分の旅費

	消耗品費
	事務用品、工具器具、種苗等の購入（備品に該当しないもの）

	燃料費
	ガソリン、灯油、プロパンガス、木炭等

	食糧費
	スタッフ、参加者等の飲食代

	通信費
	郵便料、電話料等

	広告宣伝費
	新聞広告掲載料、テレビＣＭ料等

	賃借料
	会場使用料、高速道路使用料、バス借上料等

	保険料
	レクリエーション保険、ボランティア保険等

	原材料費
	工事、試験、研究、実習等に使用する材料（木材、セメント類、食品加工用の農産物等）

	備品費
	備品の購入費（形状を変えずに比較的長期の使用に耐えるもので取得（見積）価格が１万円以上のもの）

	外注工賃
	デジカメ・ポスター・パンフレット等の印刷費、工事、作業委託等

	
	


・その他、科目については適宜記載してください。
様式第１号（第４条関係）

助成金交付申請書
平成24年 5 月25日
三面地域まちづくり協議会
会長　本 間 進 二　様
申請者　住　　　所　村上市 ○○ １２３ 番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団　体　名　○○区
代表者氏名　区長　○○　○○　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　７２－００００
平成24年度において、別紙のとおり事業を実施したいので、集落活性化支援事業助成金交付要綱第４条の規定により、関係書類を添えて助成金５０，０００円の交付を申請します。
添付書類
１　事業計画書（別紙１）
２　収支予算書（別紙２）
３　その他必要な書類


【振込先】

	金融機関名
	にいがた岩船農協　朝日支店

	預金の種類
	普通

	口座番号
	０１２３４５６

	フリガナ
口座名義人
	○○○　○○○

	
	○○　○○


様式第２号（第５条関係）

平成２４年６月１０日

○○区長　○○○○　様
三面地域まちづくり協議会
会長　本 間 進 二
助成金交付決定通知書
平成２４年５月２５日付けで申請のあった助成金について、次のとおり交付することに決定したので、集落活性化支援事業助成金交付要綱第５条の規定により通知します。
１　交付決定額　　金５０，０００円
２　交付予定日　　平成２４年６月３０日頃


様式第３号（第６条関係）

事業実施報告書
平成２４年７月３１日
三面地域まちづくり協議会
会長　本 間 進 二　様
申請者　住　　　所　村上市○○１２３番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団　体　名　○○区
代表者氏名　区長　○○　○○　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　７２－００００
平成２４年６月１０日付けで交付決定のあった事業について、次のとおり実施したので、集落活性化支援事業助成金交付要綱第６条の規定により報告します。
添付書類
１　事業報告書（別紙１）
２　収支精算書（別紙２）

３　その他必要な書類


別紙１（様式第１号、様式第３号に添付）

事業計画（報告）書
	団　体　名
	○○区（○○むらづくり会）

	事　業　名
	○○区ふれあいまつり

	実施の場所

（施設名等）
	○○区集会センター前広場

	事業の目的
	地区住民のふれあい・交流活動を通して親睦を図り、集落の一体感をつくりだす。

	事業の内容
	集落住民と近隣の子供を含め約100人の参加を見込む。

焼きそば100皿、やきとり200串、綿あめ50人分、かき氷100人分をつくり、露店を出店し無料でふるまう。また夜には花火を打ち上げる。

	事業の効果
	大人から子どもまで集落住民の顔がわかり、集落の一体感が生まれる。

また近隣の子どもが参加することで地域の安心安全なまちづくりに効果が期待できる。

	実施（予定）

年月日
	平成２４年　７月２５日　～　平成２４年　７月２５日


注）「事業の内容」には、事業量、対象とする人、参加人数、具体的な実施内容等を記載する。
別紙２（様式第１号、様式第３号に添付）

収支予算（精算）書
（１）収入の部
	区分
	金額（円）
	内訳

	集落活性化支援事業助成金
	５０，０００
	

	参加費
	１０，０００
	100円×100人

	集落負担金
	５０，０００
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	計
	１１０，０００
	


（２）支出の部
	区分
	金額（円）
	内訳

	事務雑費
	１０，０００
	チラシ用紙代、コピー代

	材料費
	５５，０００
	焼きそば、綿あめ他

	借上料
	３０，０００
	綿あめ機、かき氷機

	食糧費
	１５，０００
	お茶150円×100人

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	計
	１１０，０００
	


別紙１（様式第１号、様式第３号に添付）

事業計画（報告）書
	団　体　名
	○○区（○○むらづくり会）

	事　業　名
	○○区ふれあいまつり

	実施の場所

（施設名等）
	○○区集会センター前広場

	事業の目的
	地区住民のふれあい・交流活動を通して親睦を図り、集落の一体感をつくりだす。

	事業の内容
	集落住民と近隣の子供を含め10５人が参加した。

焼きそば100皿、やきとり200串、綿あめ50人分、かき氷100人分をつくり、露店を出店し無料でふるまった。また夜には花火を打ち上げた。

	事業の効果
	大人から子どもまで集落住民の顔がわかり、集落の一体感が生まれた。

また近隣の子どもが参加したことで地域の安心安全なまちづくりに効果をあげた。

	実施（予定）

年月日
	平成２４年　７月２５日　～　平成２４年　７月２５日


注）「事業の内容」には、事業量、対象とする人、参加人数、具体的な実施内容等を記載する。

別紙２（様式第１号、様式第３号に添付）

収支予算（精算）書

（１）収入の部
	区分
	金額（円）
	内訳

	集落活性化支援事業助成金
	５０，０００
	

	参加費
	１０，５００
	100円×105人

	集落負担金
	５０，３５０
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	計
	１１０，８５０
	


（２）支出の部
	区分
	金額（円）
	内訳

	事務雑費
	１０，１５０
	チラシ用紙代、コピー代

	材料費
	５４，９５０
	焼きそば、綿あめ他

	借上料
	３０，０００
	綿あめ機、かき氷機

	食糧費
	１５，７５０
	お茶150円×105人

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	計
	１１０，８５０
	


集落活性化支援事業「助成金交付申請書」記載要領　H24年度版





金融機関　 にいがた岩船農協　朝日支店


口座名義　 三面地域まちづくり協議会


会長　本間進二


口座番号　 普通　００２８２００





記載例





集落が主催とならない場合は、主催団体の規約又は団体名簿を添付してください。





交付決定日です。





記載例





※この様式は協議会で作成し、各団体等に通知するものです。





記載例





日付は交付決定通知の日です。





参加者数、実施状況の分かる写真及び領収書等の写しを必ず添付する。





記載例





記載例





食糧費は事業費の１／２以内です。





記載例





記載例





交付決定額かつ事業費の１／２の金額





食糧費は事業費の１／２以内です。
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